
                     　ある財の需要関数と供給関数がそれぞれ次のように示されるとする。価格規
制と数量規制の効果に関する次の記述中のア～エに入るものがいずれも妥当なのはどれ
か。

　D ＝ ５００ －  　　　　〔D：需要量，P：価格，S：供給量〕

　S  ＝  　

・政府が，この財の価格の下限を ７００ とする価格規制を行ったとすると，この財の市場
では 　ア　 が 　イ　 だけ発生する。
・政府が，この財の生産量の上限を ２００ に制限する数量規制を行ったとすると，この財
の価格は 　ウ　 となり，生産者の財１単位当たりのレント（超過利潤）は 　エ　 と
なる。

ア イ ウ エ
１．超過需要　　１００　　６００　　２００
２．超過需要　　２００　　４００　　１００
３．超過供給　　１００　　４００　　 ５０
４．超過供給　　２００　　５００　　１００
５．超過供給　　２００　　６００　　２００

P
２

P
２

Ⅰ種事務職　経済



　　　　　　次の文中のア，イに入るものがいずれも妥当なのはどれか。

ある地域の雨，曇り，晴れの確率はそれぞれ０．１，０．４，０．５である。表は，この地域
にあるコンビニの１日の天候と売上高との関係を示している。売上高の算術平均（期待
値）は 　ア　 ，分散は 　イ　 である。

ア イ
１．４０　　６１
２．４０　　８１
３．４３　　６１
４．４３　　８１
５．４６　　９１

晴れ曇り雨天候
０．５０．４０．１確率
５０４０２０売上高

Ⅰ種事務職　経済


